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松崎町長

齋藤文彦

町議会議長

稲葉昭宏

消防団長

山本謹謹吾

富士山と夫婦岩

新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
を
見
ま
す
と
、
少
子
高
齢

化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、
社
会
保
障
財
源
確
保

の
た
め
の
消
費
増
税
に
よ
り
個
人
消
費
は
落
込

み
、
経
済
の
疲
弊
を
招
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
、
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

当
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
観
光
業
の

更
な
る
発
展
に
努
力
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で

２７

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
防
火
防
災
へ
の

深
い
ご
理
解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
町
内
で
３
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
地
域
住

民
の
方
の
初
期
消
火
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限

に
く
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
の
皆
様
の

防
火
意
識
の
結
果
で
あ
る
と
、
大
変
喜
ば
し
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
我
々
消
防
団
は
消
防
使
命
の
遂
行

の
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

更
な
る
防
火
防
災
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

年
の

２７

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
行
政
全
般
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
町
で
は
、
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
、
自
ら
の
地
域

に
誇
り
を
も
ち
、
小
さ
く
て
も
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
一
つ

の
集
大
成
と
な
る
よ
う
に
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
総
会
の
招
致
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
業
を
盛
り
上
げ
、
地

域
経
済
の
発
展
を
図
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月月

１０
月
１１

月
１２

漁
船
乗
り
初
め
（
２
日
）

第

回
松
崎
町
成
人
式
（

日
）

６７

１１

第

回
松
崎
町
史
跡
め
ぐ
り
駅
伝
大
会
（
１
日
）

３１
第

回
松
崎
町
文
化
協
会
芸
術
祭

３２

芸
能
部
門
発
表
会（
８
日
）

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
２
０
１
５

（

～

日
）

１４

１５

伊
豆
松
崎
な
ま
こ
壁
と
桜
の

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ（

～

日
）

２８

２９

第

回
中
川
三
聖
ま
つ
り
（
上
旬
）

３１
静
岡
県
議
会
議
員
選
挙
（

日
）

１２

第

回
岩
科
重
文
ま
つ
り
（
下
旬
）

３０
松
崎
町
議
会
議
員
選
挙
（

日
）

２６

石
部
赤
根
田
村
「
百
笑
の
里
」
田
植
え
祭

第

回
岩
地
温
泉
大
漁
ま
つ
り
（
中
旬
）

３９
鮎
釣
り
解
禁

第

回
石
部
温
泉
大
地
曳
き
網
ま
つ
り（
上
旬
）

３０
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
（

～

日
）

１５

１６

第

回
伊
豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
中
旬
）

１６
第

回
長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
下
旬
）

３２
石
部
赤
根
田
村
「
百
笑
の
里
」
収
穫
祭

雲
見
温
泉
海
賊
料
理
ま
つ
り
（
中
旬
）

秋
ま
つ
り
（
上
旬
）

第

回
松
崎
町
文
化
協
会
芸
術
祭（
上
旬
）

３５
石
部
の
灯
り

～
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～（
中
旬
）

平
成

年
は
、
入
江
長
八
の
生
誕
か
ら
２
０
０
年
の
年

２７

で
す
。
町
内
外
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

田中須賀子 さん
た なか す が こ

昭和５４年生（宮内）

然とふれあう

ことが好きで、

家族でよくキャンプ

に出掛けます。

今年はちょっと遠

出をして、いろいろ

な場所に行ってみた

いと思います。

自

岡村光宏 さん
おか むら みつ ひろ

昭和３０年生（道部）

年は農業委員

として、いろ

いろ学んだ年でもあ

りました。

今年は新しいこと

に進んで挑戦する１年

にしていきたいと思

います。

昨

桑原亜美 さん
くわ はら あ み

平成３年生（道部）

渡邉要市 さん
わた なべ よう いち

昭和４２年生（雲見）

田口多喜子 さん
た ぐち た き こ

昭和１８年生（八木山）

たなスタート

をきるにあた

り、人との関わりを

大切にし、仕事も趣

味も充実したものに

なるよう努力したい

と思います。

新

々漁師が少な

くなってきて

います。

そんな中でも、今

年も１年、今まで以

上に頑張っていきた

いと思います。

年

のように穏や

かな１年にな

りますように。

健康に気をつけて、

今までどおり人との

関わりを大切にして

いきたいと思います。

羊

※上記に記載のある行事について、天候や社会情勢等によっては延期・中止等の変更が生じる場合があります。ご了承ください。

平
成

年
を
見
る

２７

松崎町の未年生まれの方の中から６人の方に松崎町の未年生まれの方の中から６人の方に、、

新春の夢を語っていただきました。新春の夢を語っていただきました。

山本 彪 我 くん
やま もと ひゅう が

平成１５年生（吉田）

年は６年生に

なるので、学

校のリーダーとして

学校をひっぱってい

けるように頑張りた

いです。

今
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写真協力：島田市、富士宮市、川根本町、藤枝市、小山町、御前崎市、吉田町、

菊川市、掛川市、牧之原市

チーム順位
（町の部）

区間順位
（町の部）

記 録距 離氏 名区 間

６位６位１４分４２秒３．９７４㎞高 見 育 美ジュニアＡ（女子）第１区

６位１０位６分４４秒１．８４８㎞菊 地 涼 太小学生（男子）第２区

５位５位５分１４秒１．４６９㎞山 田 采 礼小学生（女子）第３区

８位１０位１４分０２秒３．５４９㎞関 まどか一般（女子）第４区

７位７位２１分１５秒６．４７８㎞大 場 康 平ジュニアＡ（男子）第５区

７位６位１４分３８秒４．２８８㎞佐 藤 文 彦４０歳以上（男女不問）第６区

７位７位１２分１６秒３．５６４㎞船 津 慧 悟中学生（男子）第７区

７位５位１１分３２秒３．０２０㎞佐 野 春 奈中学生（女子）第８区

７位４位１６分５２秒４．６７０㎞平 野 文 珠ジュニアＢ（女子）第９区

７位８位１４分４６秒４．３１０㎞関 翔 太ジュニアＢ（男子）第１０区

７位１０位１６分２０秒５．０２５㎞舩 津 弘 貴一般（男子）第１１区

７位２時間２８分２１秒４２．１９５㎞総 合 記 録

大会当日、小学生を対象に草

薙総合運動場陸上競技場で

行われた１，５００ｍ走です。

順位（町の部）記 録氏 名区分種 目

１２位５分４９秒９８佐 藤 裕 哉男子
小学生１，５００ｍ

５位５分２９秒５３矢 野 瑞 葵女子

松崎町チーム 大会記録

スススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーースタートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーゴールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

県
内

市
町
、

チ
ー
ム
お
よ
び
福
島
県
会
津
若

３５

３９

松
市
の
ゲ
ス
ト
チ
ー
ム
が
参
加
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、

第

回
記
念
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、

１５月
６
日
、
静
岡
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１２
松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月

日
に
決
起
大
会
を
開

２３

催
し
て
以
降
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
チ
ー
ム
練
習
を

続
け
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
惜
し
く
も
２
大

会
連
続
の
町
の
部
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、

人
の

１１

代
表
選
手
全
員
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
自
分
の
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
、
町
の
部
第
７
位
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
小
学
生
の

１,
５
０
０
㍍

走
で
も
、
男
女
各
１
人
の
選
手
が
、

駅
伝
選
手
に
引
け
を
と
ら
な
い
見
事
な
走
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
練
習
か
ら
大
会
当
日
ま
で
、

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
町
の
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７
位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位
でででででででででででででででででででででででででででででででででで
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

位
で
ゴ
ー
ル
！

駆駆
け
抜
け

駆
け
抜
け
たた

区
間
区
間

・
１
９
５

・
１
９
５
㌔㌔

１１１１

４２４２

佐野春佐野春奈奈さんさん

平野文平野文珠珠さんさん

舩津弘舩津弘貴貴さんさん
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現
在
、
町
で
は
地
籍
調
査
を
進

め
て
お
り
、
昨
年
は
建
久
寺
・
吉

田
・
船
田
・
南
郷
地
区
の
各
一
部

地
域
で
「
一
筆
地
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
に
土

地
の
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・
境

界
等
を
確
認
し
、
境
界
位
置
の
測

量
と
面
積
算
定
を
実
施
し
、
現
在

登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
情
報
の
変

更
を
行
う
も
の
で
す
。

調
査
の
流
れ
は
、
下
図
の
と
お

り
で
す
。

今
年
は
、
昨
年
一
筆
地
調
査
を

行
っ
た
地
域
の
「
成
果
の
閲
覧
・

確
認
」
、
「
登
記
所
へ
の
送
付
」
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
宮
内
・
伏
倉
地

区
の
一
部
地
域
で
「
一
筆
地
調
査
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

「
地
籍
調
査
」

地
籍
調
査
の
流
れ

今
年
の
予
定

町
で
は
、
将
来
を
担
う
人
材
育

成
を
目
的
に
、義
務
教
育
を
終
え
、

上
級
学
校
に
進
学
す
る
方
へ
就
学

費
用
の
一
部
を
貸
付
ま
た
は
補
助

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○
松
崎
町
に
住
所
の
あ
る
方
で
、

町
が
定
め
る
金
融
機
関
か
ら
教

育
資
金
を
借
り
入
れ
た
方
ま
た

は
公
共
的
な
機
関
か
ら
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
た
方
。

○
前
年
に
お
け
る
世
帯
の
年
間
収

入
金
額
が
１,
０
０
０
万
円
以
下

の
方
。

○
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
方
。

進
学
の
た
め
に
必
要
な
授
業
料
、

書
籍
代
、
交
通
費
等
に
あ
て
る
就

学
資
金
と
進
学
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
被
服
等
の
購
入
費
に
あ
て

る
就
学
支
度
資
金
が
あ
り
ま
す
。

教教
育
資
金
利
子
補
給
金
制

教
育
資
金
利
子
補
給
金
制
度度

母母
子
寡
婦
福
祉
資

母
子
寡
婦
福
祉
資
金金

子子
ど
も
の
夢
を
か
な
え

子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
るる

奨
学
金
制

奨
学
金
制
度度

奨奨
学
金
貸
付
制

奨
学
金
貸
付
制
度度

【
対
象
】

両
親
ま
た
は
保
護
者
が
松
崎
町

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
現

に
松
崎
町
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
家
庭
の
就
学
者
。

【
貸
付
の
条
件
】

○
貸
付
金
は
無
利
子
と
し
、
償
還

期
限
は
、
措
置
期
間
終
了
後
１０

年
以
内
の
均
等
年
賦
償
還
と
な

り
ま
す
。

○
貸
付
金
の
措
置
期
間
は
、
卒
業

後
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

※
制
度
の
利
用
を
検
討
さ
れ
る
場

合
は
、
詳
細
に
つ
い
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月額
入学
一時金

区 分

20,000円100,000円
高等学校（ろう学校または特別支援学校
の高等部および専修学校の高等課程を含
む）

30,000円200,000円
第１学年
～第４学年

大学（短期大学および
専修学校の専門課程）

20,000円100,000円
第１学年
～第５学年

高等専門学校

入学一時金の支給は、入学した年度１人１回
とする。

備考

日
本
に
住
む

歳
か
ら

歳
未

２０

６０

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
に
な
る
方
に
は
、
誕
生
月

２０
に
年
金
事
務
所
か
ら
加
入
手
続
き

に
関
す
る
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

同
封
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ー
シ
ー
ト

で
必
要
な
手
続
き
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

に
加
入
さ
れ
る
と
、
基
礎
年
金
番

号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交

付
さ
れ
、
そ
の
番
号
で
加
入
記
録

や
納
付
状
況
が
管
理
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る
手

続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
ま

た
は
、
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
健
康
福
祉
課
ま
た
は
年

金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

歳
か
ら
は
国
民
年

歳
か
ら
は
国
民
年
金金

2020

○奨学金貸付制度 貸付限度額

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

駒 駒 駒 駒

○地籍調査の流れ

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももももももももももも
のののののののののののののののののののののののののののののの
夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
をををををををををををををををををををををををををををををを
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななななななななななななななななななな
ええええええええええええええええええええええええええええええ

子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

奨
学
金
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙



地
方
創
生
に
向
け
て

消
費
税
増
税
を
見
送
っ
た
安
倍

首
相
は
、
衆
議
院
を
解
散
し
、
１２

月

日
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

１４
た
。こ

の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、
町

民
の
皆
様
も
報
道
等
で
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
で

す
。松

崎
町
は
、
こ
の
少
子
高
齢
化

が
全
国
平
均
の

年
先
を
進
ん
で

20

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
ま

す
と
、

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

が
約
３,
０
０
０
人
、
年
間
の

出
生
数
が
約

人
と
な
っ
て
い

３０

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、「
高
齢
者

の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
「
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
国
に
お
い
て
も
地

方
創
生
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
強

化
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
施
策

の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
は
、
子
育
て
世
代
の
雇
用
の

場
が
少
な
く
、
こ
の
世
代
が
都
市

部
へ
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
少
子

高
齢
化
の
主
な
原
因
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
土
台
と
し
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
と
し
て
の
活
動
を
通
じ

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

雇
用
の
場
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町

民
の
皆
様
の
意
見
を
積
極
的

に
聴
く
機
会
を
設
け
、
皆
様

の
要
望
に
沿
っ
た
施
策
を
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６１

１２月2日、自然薯の栽培技術や品質の向上等
を目的に、第４回自然薯品評会が開催されまし
た。出品された３２点を審査し、金賞には菅井重
雄さん（宮内）が選ばれました。

１１月１８日、松崎高校講堂で知事広聴「平太さ
んと語ろう」が開催され、松崎町と西伊豆町で
活躍している６人の方々が、川勝平太静岡県知
事と意見交換を行いました。

１２月１５日、松崎中学校生徒会が中心となって毎
年製作している「夢ロマンカレンダー」が完成し、
生徒たちはグループに分かれ、一人暮らしのお年
寄りや高齢者世帯を訪ね、手渡しで配りました。

１１月３０日、町内の富士山ビューポイントを巡
るウォーキングが行われました。昨年度に続き
２回目となる今回、参加者は富士山や石部の棚
田等の景色を楽しみながら歩きました。

６

第４回自然薯品評会

知事広聴「平太さんと語ろう」

松崎中学校「夢ロマンカレンダー」を配布

富士山ビューウォーキングⅡ

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

姉

妹

都

市

通

信

帯
広
市
か
ら

北北
の
大
地
を
駆
け
抜
け

北
の
大
地
を
駆
け
抜
け
るる

フ
ー
ド
バ
レ

フ
ー
ド
バ
レ
ーー

と
か
ち
マ
ラ
ソ

と
か
ち
マ
ラ
ソ
ンン

姉

妹

都

市

通

信

葛
浮
き
草
は
す
ぐ
生
え
る
の
で
除
去
が
大
変

「
今
で
は
、
満
潮
に
な
る
と

コ
イ
や
小
魚
が
南
川
を
上
が
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
魚
を
捕
ろ
う
と
、
子
ど
も

た
ち
が
南
川
で
遊
ん
で
い
る
ん

で
す
よ
。」
と
笑
顔
で
話
す
。

取
材
に
伺
っ
た
日
も
、

匹
を

１０

超
え
る
コ
イ
、
黒
々
と
し
た
小

魚
の
群
れ
、
そ
れ
を
捕
ろ
う
と

待
ち
構
え
る
サ
ギ
の
姿
が
あ
っ

た
。「

南
川
は
地
域
の
財
産
。
一

人
一
人
が
き
ち
ん
と
意
識
し
て
、

き
れ
い
に
し
よ
う
と
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
私
も
元
気

で
い
る
限
り
は
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

★★★
検検検
検検
検検

検
検
検

き
れ
い
な
南
川
を
後
世

き
れ
い
な
南
川
を
後
世
にに

「
南
川
を
昔
の
よ
う
な
き
れ

い
な
川
に
―
そ
の
思
い
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。」
そ

う
語
る
の
は
、
藤
井
博
允
さ

ん
。

年
ほ
ど
前
か
ら
、
区

１０

内
を
流
れ
る
南
川
周
辺
の
環

境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

き
っ
か
け
は
、
南
川
沿
い

の
ア
ジ
サ
イ
の
管
理
を
任
さ

れ
た
こ
と
。ふ
と
川
に
目
を
向

け
る
と
、
当
時
の
南
川
は
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
浮
き
草
の

★★

7

明
治

年
に
依
田
勉
三
翁
率
い

１６

る
晩
成
社
が
開
拓
の
鍬
を
下
ろ
し

て
か
ら
１
３
０
年
、
昭
和
８
年
に

市
制
を
施
行
し
て
か
ら

年
の
節

８０

目
と
な
っ
た
平
成

年

月
に
、

２４

１１

記
念
事
業
と
し
て「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

帯
広
で
は
初
め
て
と
な
る
市
街

地
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
で
、
２
・
５

㌔
、
５
㌔
、
ハ
ー
フ
の
３
コ
ー
ス

が
あ
り
、
ハ
ー
フ
は
市
街
地
を
抜

け
帯
広
の
森
を
折
り
返
す
、
自
然

と
街
が
融
合
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
大
会
に
は
ラ
ン
ナ
ー
だ
け

で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

ま
た
、
沿
道
で
の
応
援
に
多
く
の

市
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

沿
道
か
ら
の
応
援
は
ラ
ン
ナ
ー

の
評
判
も
高
く
、
走
り
終
え
た
選

手
か
ら
は
「
一
番
感
動
し
た
の
は

応
援
。ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
お
迎
え
や
、
地
域
の

人
の
沿
道
の
応
援
や
ハ
イ
タ
ッ
チ

に
力
を
い
た
だ
い
た
。」
等
、
多

く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、「
街
路
樹
の
紅
葉
や
日
高
山

脈
の
美
し
い
景
色
も
楽
し
め
て
満

足
」
等
、
コ
ー
ス
に
関
す
る
お
褒

め
の
言
葉
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

平
成

年
の
参
加
者
は
、
初
開

２６

催
と
な
っ
た
平
成

年
と
比
べ
て

２４

約
１,
５
０
０
人
も
増
え
て
４,
５

４
５
人
と
な
り
、
静
岡
県
か
ら
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

そ
の
場
に
い
る
誰
も
が
喜
び
や
感

動
を
分
か
ち
合
え
る
大
会
で
す
。

松
崎
町
の
皆
様
も
、ぜ
ひ
一
度
、

北
の
大
地
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

藤
井

博
允
さ
ん
（
江
奈
２
）

繁
殖
に
よ
り
ヘ
ド
ロ
の
沼
の
よ

う
だ
っ
た
と
藤
井
さ
ん
は
語
る
。

「
誰
か
が
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、

そ
れ
を
見
た
人
も
ゴ
ミ
を
捨
て

る
。
浮
き
草
も
生
え
、
魚
が
い

な
く
な
り
、鳥
も
来
な
く
な
る
。

川
を
昔
の
よ
う
に
き
れ
い
に
す

れ
ば
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
も
い

な
く
な
る
と
思
い
、
清
掃
活
動

を
始
め
ま
し
た
。」

川
が
汚
れ
て
い
る
と
き
は
、

毎
朝
５
時
か
ら
清
掃
を
し
て
い

る
藤
井
さ
ん
。

Profile

ふじい ひろみつ さん

江奈２区内を流れる南

川周辺の環境美化活動に

従事。江奈２すみれ会

会長、昨年４月からは

さんさん松崎副会長を務

める。趣味は写真。出

掛けた先で撮った写真を

老人会で配付することが

楽しみ。

紅葉に染まる秋の市街地を駆け抜けます
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，３２５人（－３人）

男 ３，４８０人（－８人）

女 ３，８４５人（＋５人）

世帯数 ３，０４６戸（＋６戸）

転 入 １７人 転 出 １０人

出 生 １人 死 亡 １１人

（平成２６年１１月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

〇

八

号

「
近
年
増
加
し
て
い
る
原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
注
意
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

馬 場 努女結 楓
ゆい か

船 田

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

博７２三 津 勇江奈２

縁５６関 雅 人雲 見

ふ み え８３山 崎 窓 明江奈２

喜 正９０関 きみゑ櫻 田

秀 子６６依 田 松 夫大 澤

勝 俊９８山 本 武 男大 澤

おくやみ申し上げます（死亡）

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１１１月届出分月届出分））

人身事故 ３件 （＋１）

物損事故 １４件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋１）

平成２６年１１月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯３３６６

鈴
木
す
み
江

小

林

一

男

佐

藤

享

松
田
美
智
子

山

本

一

詞

吉
岡
う
た
子

細

矢

金

治

依
田
ふ
じ
枝

石

田

宏

土
屋
規
矩
子

高

橋

信

夫

清

水

高

子

佐

伯

重

雄

夏

目

和

子

化
粧
し
て
生
涯
終
る
草
紅
葉

夕
暮
て
そ
こ
迄
ゆ
く
も
頬
被
り

碑
の
峠

い
し
ぶ
み

黄
葉
の
山
幾
重

も

み

じ

短
日
や
散
歩
の
犬
の
し
ゃ
れ
た
服

落
葉
の
崖
這
い
上
が
る
獣
道

一
人
居
の
大
方
省
き
年
用
意

木
守
柿
橋
の
袂
に
海
鼠
壁

生
垣
を
高
目
に
刈
る
や
年
の
暮

小
春
日
や
妻
を
つ
れ
だ
す
車
椅
子

や
り
く
り
も
楽
し
み
の
う
ち
年
暮
る
る

凪
を
待
つ
赤
き
海
老
網
年
暮
る
る

砂
時
計
落
ち
る
が
ご
と
く
年
暮
る
る

年
暮
れ
て
足
音
遠
し
長
き
坂

ど
っ
し
り
と
山
は
動
か
ず
年
の
暮

－

俳

句－

松松松

崎崎

文文

芸芸

左
記
の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
順
不
同
）

○
宮
本
五
三
雄

様
（
東
京
都
在
住
）

○
関

節

様
（
東
京
都
在
住
）

○
森
田
充
禧

様
（
東
京
都
在
住
）

○
亀
井
厚
子

様
（
神
奈
川
県
在
住
）

○
久
保
田
廣
近

様
（
松
崎
町
在
住
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

か
つ
て
「
原
野
商
法
」
と
い
っ

て
、
価
値
の
な
い
山
奥
の
原
野
に

つ
い
て
、
将
来
価
値
が
上
が
る
等

と
勧
誘
し
て
売
り
付
け
る
被
害
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
原
野
商
法
の
被
害
者

あ
る
い
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
、

「
土
地
が
売
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」

等
と
電
話
を
か
け
、
「
そ
の
た
め

に
は
境
界
線
復
元
工
事
が
必
要
」
、

「
測
量
が
必
要
」
等
と
告
げ
て
、

高
額
の
お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
原

野
商
法
の
二
次
被
害
」
は
こ
れ
ま

で
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
０
１

４
年
に
な
っ
て
相
談
件
数
が
増
加

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
勧
誘
電
話
は
安
易
に

信
じ
込
ま
ず
、
事
業
者
名
・
担
当

者
名
・
電
話
番
号
を
聴
き
取
り
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
や
町
役
場
等
で

確
認
を
と
る
と
い
っ
た
慎
重
な
対

応
が
必
要
で
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

朝
晩
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体

調
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
月
号
か
ら
地
域
で
輝
い
て
い
る

人
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
キ
ラ
リ
、
輝
き

人
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
毎
号
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
ま
）

編編編

集

後

集

後

記記


